
　読者の声を中心に、市民の皆さんと広報・
マーケティング係で作る交流コーナーです。広
報ふくつの感想や市政へのご意見、ふるさと
福津市への思いや日々の生活のことを掲載し
ます。たくさんの声をお寄せください。

か
ら
見
え
る
日
々
の
い
ろ
い

ろ
な
花
に
癒
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
農
業
委
員
会
、
市
役
所
Ｏ
Ｂ
の

か
た
が
た
、
長
い
間
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
（
福
間
の
又
ゼ
ー
さ

ん
／
上
西
郷
／
74
歳
）

規
模
多
機
能
居
宅
介
護
施
設

の「
あ
か
り
」の
運
営
委
員

会
に
出
席
し
ま
し
た
。
行
事
の
振
り

返
り
の
中
で
、
毎
年
行
っ
て
い
る
津

屋
崎
小
学
校
4
年
生
と
の
交
流
が
話

題
に
な
り
ま
し
た
。
昨
年
度
の
取
り

組
み
は
、
小
学
生
が
施
設
を
利
用
し

て
い
る
高
齢
者
に
手
紙
を
書
く
こ
と

だ
っ
た
そ
う
で
す
。
手
紙
を
受
け

取
っ
た
高
齢
者
と
そ
の
家
族
は
、
手

紙
の
字
の
き
れ
い
さ
に
そ
の
児
童
の

名
前
を
覚
え
て
い
た
そ
う
で
す
。
広

報
を
何
気
な
く
見
て
い
た
ら
（
何
月

号
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
）、そ
の
子

が
表
彰
さ
れ
て
い
る
記
事
が
掲
載
さ

れ
て
、
家
族
み
ん
な
で
「
や
っ
ぱ
り
、

あ
の
子
は
違
う
ね
」
と
喜
ん
だ
そ
う

で
す
。（
T
・
T
さ
ん
／
東
福
間
）

木
台
に
居
住
す
る
者
と
し
て
、

公
園
・
遊
歩
道
の
整
備
が
な

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
感
謝
し
て
い
る
。

特
に
、
今
年
度
の
「
キ
ュ
ー
ヘ
ン

グ
リ
ー
ン
サ
ー
ビ
ス
Ｋ
Ｋ
」
の
仕

事
は
見
事
で
あ
る
。
担
当
し
て
い

る
旨
掲
示

し
て
、
樹

木
の
剪
定

に
尽
力
し

て
い
る
。

（
M
・
H

さ
ん
／
若

木
台
／
83

歳
）

広
報
3
月
号
の
感
想

意
見
箱
に
寄
せ
ら
れ
た
お
便
り

西
郷
川
花
園
の

閉
園
は
と
て
も
残
念
で
す

小

若

窓

街角カメラリポート
読者の皆さんから寄せられた、市内の出来事や旬の話題をお届け

今回は津屋崎の T・Uさんからの投稿です

家
族
み
ん
な
を
ほ
っ
こ
り
さ
せ
た

手
紙
の
き
れ
い
な
字

す
ば
ら
し
い
剪
定
に
感
謝

　 津屋崎千軒民俗館 藍の家　☎、ＦＡＸ52・0605
●開館時間　午前10時～午後4時（日曜日は午前10時～午後5時）

藍染め体験　
　本藍による正藍染めの体験で、ハンカチを板締めで染めます。
　4月3日（日）午前10時～正午　　先着5人　※要予約
　3,000円　　ビニール手袋、エプロン
切り絵で描く観音菩薩展
　篠崎春雄さんの創作活動35周年記念作品展です。40体の
観音菩薩を一作品ごとにコロナの終息を祈って切りました。
　4月5日（火）～4月16日（土）
ウクレレ体験
　ウクレレの初心者を対象に体験活動をします。
　4月10日（日）午後2時15分～午後3時15分
　先着5人　※要予約 　　楽器レンタル料含め500円
　 赤木さん☎050・3703・0312
藍の家放送局
　藍の家オカリナサークルの爽やかな音色をお楽しみください。
　4月17日(日)午後1時～午後3時
五月人形展
　さまざまな年代の五月人形を展示します。
　4月28日（木）～5月8日（日）　※初日は午後1時から

日

日

日

日
問

定

日

問
定 ￥

￥ 持
ぼさつ

今日の「いいざい」
「福津産のイカを食べよう」

いい素材、食材、人材をつなぐ地域商社・ ・ ・

　市内の漁港で水揚げされるイカは、マダイに
次ぐ量を誇ります。例年2月から7月まで、甲イ
カやアオリイカ、スルメイカ、ヤリイカ、紋甲
イカなど多種のイカが水揚げされ、お魚セン
ターのショーケースに所狭しと並びます。イカ
は身の厚さや甘さ、味わいも種類ごとに異なり、
魚さばきを始めるかたにおすすめの魚種です。
タウリンが豊富で栄養満点のイカ。春のこの時

期に、ぜひ
福津産のイ
カを味わっ
てみません
か。
　お魚セン
ターうみがめ
☎52・1939

▲名前を覚えながら選ぶと楽しいですよ

問

福津いいざい ☎72・6333問

Pickup Events
まちの観光イベントをご紹介

み
で
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
受
賞

作
品
を
展
示
し
ま
す
。
ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

ふ
っ
く
る
で
の
展
示

　
４
月
１
日
（
金
）
〜
４
月
13

日
（
水
）

津
屋
崎
千
軒
な
ご
み
で
の
展
示

　
４
月
15
日
（
金
）
〜
５
月
８

日
（
日
）

　
春
の
花
々
で
部
屋
を
明
る
く

彩
り
ま
せ
ん
か
。
市
内
で
生
産

さ
れ
て
い
る
花
は
品
質
が
高

く
、
花
の
産
地
と
し
て
広
く
知

ら
れ
て
い
ま
す
。
新
鮮
な
花
を

取
り
扱
っ
て
い
る
直
売
所
「
あ

ん
ず
の
里
市
」
か
ら
美
し

い
花
々
を
福
間
駅
構
内
で

販
売
し
ま
す
。

   

４
月
６
日
（
水
）、
４
月

13
日（
水
）、４
月
20
日（
水
）

午
前
11
時
〜
午
後
４
時
　

※
商
品
が
な
く
な
り

　　
昨
年
８
〜
11
月
に
か
け
て
イ

ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
募
集
を
行
っ

た
「
か
が
み
の
海
フ
ォ
ト
コ

ン
」。
５
０
０
点
を
超
え
る
応

募
の
中
か
ら
、
厳
正
な
審
査
を

経
て
入
賞
作
品
を
選
定
し
ま
し

た
。
ふ
く
つ
観
光
協
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
受
賞
作
品
や
受
賞
者

の
コ
メ
ン
ト
、
撮
影
時
の
裏
話

な
ど
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、Ｊ
Ｒ
福
間
駅
２
階

ふ
っ
く
る
と
津
屋
崎
千
軒
な
ご

ふ
く
つ
本
舗

ふ
く
つ
観
光
協
会

し
だ
い
終
了

　
ふ
っ
く
る

　
ふ
く
つ
観
光
協
会
☎
４
２
・

９
９
８
８

　
福
津
の
特
産
品
や
人
気
お
土

産
を
大
切
な
か
た
に
贈
り
ま
せ

ん
か
。
ふ
く
つ
観
光
協
会
が
運

営
す
る
お
土
産
店
「
手
み
や
げ

や
　
ふ
く
つ
本
舗
」
で
は
、
予

算
や
要
望
に
合
わ
せ
て
入
学
祝

い
や
餞
別
な
ど
春
の
贈
り
物
の

発
送
を
承
り
ま
す
。
福
太
郎
の

明
太
子
な
ど
も
取
り
そ
ろ
え
て

い
ま
す
。
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
　

　
　
手
み
や
げ
や
　
ふ
く
つ

本
舗
☎
５
１
・
３
１
８
１

お
花
マ
ル
シ
ェ
を
開
催
し
ま
す

お
花
マ
ル
シ
ェ
を
開
催
し
ま
す

※

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
、

予
定
し
て
い
た
イ
ベ

ン
ト
・
企
画
な
ど
が

中
止
や
延
期
、
内
容

が
変
更
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す

ふ
く
つ
本
舗
で
春
の
贈
り
物

を
受
け
付
け
中
で
す

ふ
く
つ
本
舗
で
春
の
贈
り
物

を
受
け
付
け
中
で
す

「
か
が
み
の
海
フ
ォ
ト
コ
ン
」

の
入
賞
作
品
が
決
定
し
ま
し
た

「
か
が
み
の
海
フ
ォ
ト
コ
ン
」

の
入
賞
作
品
が
決
定
し
ま
し
た

▲色とりどりの福津の花々

せ
ん
べ
つ

場場

日日
日

問
問

▲グランプリ受賞作「奇跡を生む海」

　仕事で疲れた私にとって、最高の
癒やしスポットは津屋崎干潟であ
る。帰りには必ず横を通る。左に広
がる干潟。昼間の景色もいいけれ
ど、淡い灰色のよどんだ夕暮れの方
が私は好きだ。あまりの美しさに思
わず車を止めて、しばらく眺めるこ
ともある。
　干潟の向こう側には大峰山を中
心にした多くの山々。季節によって
木々は、緑色、紅色、茶色と装いを

少しずつ変化させていくけれど、山
と干潟は、まるで一つの調和した世
界のように広がっている。
初夏になると、そこに人間たちが

参加する。潮干狩りが始まるの
だ。「どうぞ、どうぞたくさん取っ
てください。お嬢ちゃん、転ばな
いようにね」と、干潟が笑顔で語
り掛けているような気がする。す
ぐ近くには赤レンガの旧塩倉庫
が残されている。津屋崎は「千軒
通り」を含め、昔から塩で栄えた
ところであったらしい。これだけ

自然に抱かれた場所は、それほどな
いような気がする。「さぁ、明日も頑
張るぞ」と、軽自動車の愛称｢リー」
に乗り込んで帰途に就く。

　「好いとお！福津」と「街角カメラレポート」は皆さんと一緒に作るページです。市内での出
来事や広報紙の感想などがあれば、21ページのはがきやメールなどで受け付けています。
　なお、お送りいただいた内容は、加筆、修正、短縮する場合があり、原稿や写真は返却しませ
んのでご了承ください。また、匿名を希望する場合は、その旨を明記してください。たくさんの
声をお待ちしています。

津屋崎干潟と旧塩倉庫

投
稿
大
募
集

▲昔の趣を感じさせる赤レンガの塩倉庫

　＝日時、日程　　＝定員　　＝費用　　＝持参物日
場

定 ￥ 持
問＝場所　　＝受付、問い合わせ　☎＝電話番号

広報ふくつ15 広報ふくつ 14


